
②ブラケットがエンドやフレームが接
触する場合は、必要に応じて付属
の２mm厚スペーサーを1～2枚、
ブラケットとエンドの間に挿入して
ください。

③付属の段付きナットを取り付け、ク
リックレリーズ（以降、QRとする）を
しっかりと固定します。
※QRはレバー先端から5mmの位置
で140N(14kgf)～180N(18kgf)
の力で閉じるのが適切です。

※QR軸が5mm以上、ナット外端から
突き出る場合は、自転車に付属の
QR調整ナットをご使用ください。

④アークスライドアジャスターを調整
し、フェンダーフラップがタイヤの中
央にくるようにします。位置が決
まったら、しっかりとネジを固定し
ます。（推奨3.0N）

⑤フェンダーフラップのボールジョ
イント取り付けネジを調整し、タイ
ヤとフラップの位置を調整します。
位置が決まったらしっかりとネジを
固定します。（推奨2.5~3.0N）

⑥タイヤとフェンダーフラップの距離
は10mｍ以上離してください。

⑦警告：毎乗車前にQRがしっかりと
固定されているか、本製品が車体に
しっかり固定されているか、本製品
の各ネジ部緩みはないか、タイヤや
ワイヤー、フレーム等に接触してい
ないか確認し、必要に応じて調整し
てください。

①ブラケットの先端に三角形の回り
止めフックを取り付けます。

※回り止めフックは必ず取り付けてご
使用ください。フックがない場合、
万が一フェンダーがずれた場合、タ
イヤ下方まで移動し、タイヤに巻き
込む可能性があります。

①ブラケットの先端に回り止めフック
を取り付けます。

※回り止めフックは必ず取り付けてご
使用ください。フックがない場合、
万が一フェンダーがずれた場合、タ
イヤ下方まで移動し、タイヤに巻き
込む可能性があります。

②三角形の回り止めフックは偏芯と
なっており、３種類の厚みが選択で
きます。フォークエンドの形状に合
わせて、回り止めが機能するよう、
最適な厚みお選びください。

③フォークとブラケットが接触しない
よう必要に応じて付属の２mm厚
スペーサーを1～2枚、ブラケットと
エンドの間に挿入してください。

④付属の段付きナットを取り付け、
QRをしっかりと固定します。

※QRはレバー先端から5mmの位置
で140N(14kgf)～180N(18kgf)
の力で閉じるのが適切です。

※QR軸が5mm以上、ナット外端から
突き出る場合は、通常のナットご使
用ください。

⑥警告：毎乗車前にQRがしっかりと
固定されているか、本製品が車体に
しっかり固定されているか、本製品
の各ネジ部緩みはないか、タイヤや
ワイヤー、フレーム等に接触してい
ないか確認し、必要に応じて調整し
てください。

⑦警告：ライダーのつま先がフェン
ダーに接触する位置でのご使用は
決して行なわないでください。コー
ナーリング時などに接触し、重傷ま
たは死亡にいたる事故を引き起こ
す可能性があります。
　上図のように、つま先が当たらない
位置でご使用いただくか、ご使用を
中止してください。その際、本製品と
ダウンチューブやワイヤーなどとの
距離は５mm以上確保してください。
確保できない場合はご使用を中止し
てください。

前輪にフェンダーを組み付ける場合は、ライダーのつま先がフェンダーに接触する位置でのご使用は決して行なわないでください。コーナー
リング時などに接触し、重傷または死亡にいたる事故を引き起こす可能性があります。
フロントフェンダーの組み付け手順図⑦のように、つま先が当たらない位置でご使用いただくか、ご使用を中止してください。
その際、本製品とダウンチューブやワイヤーなどとの距離は５mm以上確保してください。確保できない場合はご使用を中止してください。
前・後両方にフェンダーを使用するには本製品が2個必要です。
毎乗車前に下記の点検事項を確認し、必要に応じて調整してください。本製品が正しく組みつけられていない状態での乗車は、しないでください。
①QR がしっかりと固定されているか　②本製品が車体にしっかり固定されているか　③本製品の各ネジ部に緩みはないか
④本製品がタイヤやワイヤー、フレーム等に接触していないか
QRはレバー先端から5mmの位置で140N(14kgf) ～ 180N(18kgf) の力で閉じるのが適切です。（手のひらにレバーの跡が残るほど
しっかり閉じます。）詳しくはジャイアントバイクに付属の取扱説明書（4.A. ホイール）をご覧ください。
QR軸から下方向にチェーンステーが太いフレームや、エンド回りが広くフラットになっているフレーム・フォークには干渉する場合があります。
車種によっては、前・後の片方のみにしか適合しない車種がございます。
詳しい適合車種は弊社ウェブサイトにてご確認ください。

リアフェンダーの組み付け手順

フロントフェンダーの組み付け手順

■

■

■
■

■

■
■
■

⑤フラップの調整は上記、リアフェン
ダーの組み付け手順④⑤⑥と同様
に行ってください。
　タイヤとフェンダーフラップの距離
は10mｍ以上離してください。


